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これらの温泉が熊沢川酸性の負荷掠とされ

、後叶．：＿掛涅泉等多くの泣泉が息在
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昭和55年 2月・ 10月に、 、同水系
4) 

し］こが、その折、

を示す川が意外に多い事と、調杏地点によっては 2門rJ)調査防のpH叫定（直に大き

事から、昭和56年・ 57年に熊沢）II水系の八輻平山麓の

熊沢川水系のpH値の変化をとりまとめて恨告一土ろ・，

つで補尼謁直

見られ仁

しにので、

熊沢川水系の概要

熊沢JIIは八幡平西端中）ji』の大場谷地て、 三叉森印ぷ、［面から 4本の長水を合わせて川となり、谷

地を貫流し、山麓を北東に仇れ、支流を白流しながら、切習平地内で北に向を笈え、山峡を流下

し、夏井で平地に出て、小豆沢て米代）Iiiこ合泊ずろ厨UI|上流水系の一畠を欠十川てある。汎路

延長約211(IIl、椋高差約soomてあるC ，寵凡は大小多くの支直を白せ、川／木ば巨石、 急流て

流贔の変化が激しし＼c 熊沢）IIは八帖‘化17:『老以地内て、］斤畠i/UIIかいJIJ.水しこうえ、下流 61国にも

る八幅平発電所）廿水の一紺とし-cl1又水さ九でおり、渇水］t}］に｛土ほ` ＼ を分直するのて、老沢、

熊沢間の流品はこく少‘し、。餌沢から下流ては企屯所拭水、厨内川、夏井川怜を逐次合直ずるのて、

末端では流量もかなり既富ごあるへ嗚沢111は、 I—流て、 /¥il訴7ー；！y)＇[|l_1によ心＼‘八揺平椙尿間を岨とす

る中の沢）I|、赤川等の酸性河川を合流ずるのて酸性を呈ずるか、 ［、流ては多くの支訃Lを合嵐ずる

ので、未端の環椅晶準訓定点の長飩低では過土 5イ・「閏pHG.7~7. 2 
1) 

してし、る。

り、常iこ環憶翡準を訊店）こ
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第1図 熊沢川上涜河川概要図

l 調査時期および調査項目

調査は昭和55年 2月・ 10月・ 56年私季 41可およひ57i]夏秋季iこ 3日実施した。また県鉱務諜で

昭和50卯から毎年6月・ 10月に同水系の一部1こついて7Jく質調査を実施しているので、その結果を

も参考にした。

調査項目はpHおよび電気伝樽良とし、必要に応して他の項日をも，閏査した。

Ill 調査結果

pH値の調森結果を第 1表に示し、それに見づして、同水系）ipH{I[」の変化の模式図を第 2図に

示した。

大場谷地

一6.2 
3.3~4.0 

発電所、、
I ヽ

ヽ
3.7-4.8 / 4.3~7.5ヽ 6.5

2.9 
焼山

3.0 

第 2図 限沢川水系模式図
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第 1表 各河川の測定値

河川名 I地 点 名 I pH （回数） I 電気伝等率

I 
pH（回数）※

I 大場谷地 I 5.0~7.5 (6) I 55~75 
取白． 上 流 I 6.2 (3) I 40 I 6.0~6.4 (4) 熊沢川

I I | 中の沢合流前 6. 4 (1) 50 

湯 の 沢 2.0~2.4 (2) I 1640~3010 2.1~2.4 (4) 

中の沢川 小 屋 沢 I 2.7~2.9 (2) I 1063~1570 I 2.6~2.9 (4) 
末 皿噴 2.9~3.1 (3) I 669~1053 I 2.8~3.2 (2) 
赤川合流前 I 3.3~4.0 (5) I 149~217 | 3.7~4.0 (8) 

熊沢川
赤川合流後 3.7~4-8 (5) 114~151 

I 
4.0~4-3 (4) 

坂 比 平 4.3~7.5 (5) I 85~160 I 4.3~6.9(12) 
熊 沢 I 6.4~6.5 (2) I 100 I 
ふけの湯下 2.7~3.0 (4) 738~1420 

---

赤 J!I 大 沼 I 4.0~6.8 (6) I 88~180 I 3.7~5. 1(12) 
ヨ a

末 端 4.2~6.5 (5) 104~180 I 4.6~6.5 (8) 
後 生 掛 I 5.1~5.9 (5) | 60~68 I 3.6~6.1 (6) 

澄 ) I I 

I I I 末 端 4.5~6.3 (4) 89~160 4.5~6. 6(11) 

後生掛温泉下
I 
3.4~3.7 (4) 185~320 I 4.2~5.7 (6) 

※鉱務課調在資料より

この調査結果から、熊沢川水系の酸性化は温泉だけでなく、八幡平焼山からの中の沢川と後生

掛温泉、ふけの湯温泉を含む赤川に由来することがわかるっ

各水系毎に詳述すれば次のようである。

1) fl詞沢川の源流は大場谷地北端の沢水と谷地内の湧亦てあり、水l」はかたりあり、pH7.0前絞

である。しかし、大場谷地の南側には旧宮川仇黄鉱山の鉱石集禎所跡が 2箇所あり、これから

流量は極く少いが、pHl.7~4.8の浸透水や沢水が出ており、谷地内にはpH4台の流れもある。

さらに谷地から魯勺700m下流にpH5.0~5.3のかなりの水撒を持つ汎水が涜入してしるので、熊

沢川上流はpH6.2前後である。その後、谷地沢川その他の沢水が合流して、中の沢合流前の熊

沢川はpH6.4、K=50樹度の普通の河川水である。

2) 中の沢川は上流で湯の沢川と小屋沢川に分れるが、源流はともに焼山火口附近の湧水に発し

ており、強酸性の混泉を含み、また旧宮川硫黄鉱山露天堀跡を流れているので、上流はpH2

~ 3の強酸性て、溶存物質も多い。同川の末端はpH2.8~3.0て箕沢川に合池し、流械は熊沢

川より多い。中の沢川合流後の熊沢川はpH3.4~4.0である。

3) 赤川水系は八幡平国見台の北面から発する心川と、心）1|の右岸上方に沿っで流れ、後生掛泣

泉内を通る川が、温泉直下で合流し、盲目沢を流下し、澄川混泉下流で、八幡平山頂北西斜面
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の湯の沢から発し、ふけの湯温泉内を直下ずる未］IIと合流し、切誓平池内で誼沢川に合流する。

後生掛温泉よりヒ流の澄川およびそれに沿う）IiiまpH4台であるが、大阿池熟発岨所および鉱務

課の調査では変動が大きい。これに後生掛温泉水がpH3台で合流し、赤川合流直前ではpH5

~6台である。

赤）11iまふけの湯湿泉を通るので、温泉直下でpH3台であるが、約 2km下流の大沼ではpH4 

~7と変化が大きい。赤川はpH4.5~6.5で熊沢川に合流する。

4) 赤川合流條の指沢川はpH4を中心に上下し、中の沢川の影響の大きさを示している。合流点

から約1.5k111下流の老沢で発電所用水として大部分を取水され、坂比平地内では流量も少なく、

pHは4.3~7.5と変勁する。発電所用水は、筐只川、折島沢川、東叉沢川から以水し、熊沢で

熊沢川に放水され、そのpH値はpH6

IV 各河川の水質

しており、熊沢川下浣の］）町直を代表する。

1) 中の沢川の瀕流は焼山鬼ケ城、中央火口丘附近の湧水、混泉から発しているが、附近一帯は

硫黄露天堀跡であり、多くの硫気噴孔が見られる所である。したがって、湧水、温泉、滲透水

はSO]->Cl．會りの酸性水である。

第 3太 中の沢川上流部の水質

I pH I K j Na ! Ca Mg I Fe I Al 
l 

Cl I S04 I HB02 

2. 4 1 6. 9 114. o 8. 5 | 4.8 I l I 51. 4 
| 
635 I 50-7 1 7 

湯の沢上流
50-10 2. 2 I 7. 1 I 11. 7 I 2. 1 I 8. 2 6.4 11.0 I 834 1 

50-7 2. s 1 1. 7 1 3. 7 I a. 5 I 1. 5 3.3 3. 5 I 630 I 
小屋沢上流

2. 1 I 1. 9 I 3. 6 I o. 6 I 1. 1 4.6 I s.5 193 50-10 

， 温泉（叉ー） 47-101 1. 1 I 8. 2 I 10. 1 f 1s. 41 7-2 I 10. s I 68. o I n. o 1 1049 5.7 

（注） 術1jJI]鉱務課資料

2) 赤川上直0)涼高ま、平常時は、ふげの1易椙皐ぴ）-it-]200m上流にあろ/II床内の小さな湧水(pH

7.4)とその直ドの温泉(pH4.2)て拓り、そ｝しより上流の湯の沢よ』］バてある，大部分の川水

は左岸の二箇所の温泉変質帯にある多数の混泉と）II床内の大きな湿泉から流出する。ふけの湯
5) 

温泉の大半は酸性硫化水素泉、単純酸性泉であり、川水は混泉直下でpH2台でSOご＞er型の

酸性水である。混泉と川水の分析例を第 3表に示す。

第3表 赤川上流部の水質

I pH | K | Na | ca 入ig Fe | A1 | Cl | so4 -| cこIiB0:H2Si031比S
〖犀の湯ぎI 2. 35| 1.21| 3.70| 234 6 10266| 21.1| 3.9| 429. 6 275 5| 1] 2II 198.9| 10.8 

1 37. 8 98. 812. 8' 

赤川上流温泉下 1 2.66| 3.26| 9.ool 17 1 3 ?7| 10 0 25.8| 9.9| 346. 8 

冗号三］ーモトメ[2. 7 | l. 8 | 5. 35| 10. 6 6. 90 14. 0 10. 6| o. 14| 227. 5 

後生掛湿泉直孟ー1桐3.2 I 2. 7 I 9. 5 ¥ 6. 6[ 3. 1 I 10. 9[ I u. ol 157. o 
□_56ー1繋3.6 1. 8 6. 9 | 4. 7 2. 0 2. 7[ 7. 41 68. ol I I 
（注） ※衛研、鉱務課資料
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3) 6) 

3) 後生掛混泉も、その湿泉変質帯は様々の火山現象が見られ、また硫黄、褐鉄鉱の露天堀跡地
5) 

であるので、そこに湧出する多くの温泉？し酸1生硫イし水素泉、単贄流化水素泉であり、涅泉直下

の川水はso:->Cl―型の酸l生水である。

4) 沿川上流には温泉、火口、変質帯露頭等は見当らない。澄JII上流の遡行詞査は本流のみで、

支流の詳細は不明である。澄川は八幡平国見台と栂森との間の沢から発しているが、平常時は

標高1100~1150m附近より上流は涸沢であり、この地点の川床および川岸の崖に数箇の酸性の

湧水があり、これが源流となっている。その水質は第 4表に示した。琉下途中に左右 2本の支

流が合流しており、共に似た水質であるので、地形、流量等から判断して、支流も隣沢の同標

高地点の湧水を源とするものと見られる。まに澄JII右岸上方に沿って琉れ、後生担椙泉に入る

川も似た水質であるので、これも隣沢の同標高地点の湧水に発するものと見られる。

第 4表 澄川上流部水質

I祉I¥ EC I K I Na i Ca I紅g I Fe I Al Cl I S04 

湧 水 4.1 ¥ 138 ¥ _1. o I 3. 3 ¥ 4. oo 1 1. 45 ¥。.84 I 3. 10 ¥ 6. 5 I 42. 4 

一支流合流[]ij I 4. 6 ! 66 I 1. 0 I 3. 1 j 2. 30 I 1. 06 I o. 1 I o. 86 1 6. 5 11 22.1 

支流 4.2 1 101 1 1. a 1 3. 3 1 3. 841 1. 06 1 0.12 1 1. 55 1 3. 1 1 ru 
＇ 

末 端 |5.51 691 1.1 I 3.3 I 3.841 1.41 I 0.10 I Q.30 I 6.5 I 17.0 

右岸上方の川 4-3 I 10a I 1. 4 I 4-2 I 4. 61 I 1. 10 I o. 10 I 1. 93 ~ 9. 3 I 64. o 

4 ． 

4.3 

第3図 澄川上流概要図

八幡平西側中腹部の趾泉群は花輪構造線南端にある南北に伸ひる 2本の断心の問の陥没帯に石

って散在しているが、数個の例外を除いて、ふけの湯から赤川温泉までの高地が、 SO□>Cl―
型の強酸性て、 切留平以下の低旭で中性ないしア／しカリ泉に移行してしる。 焼山）応りは全て

3) 5) 

SO戸＞Cl―型の強酸I生泉で、玉川温泉の中の大噴のみso~―<Cr 型で唯一の例外である。 澄川
8) 

上流の湧水はこれら第 4記火山性湿泉とい仝く異質J)冷泉であり、栂森溶岩（両料石安山岩）

の南北4.5kmの断層とこれに斜交する1kmの断層の交点附近に湧出した冷泉群である。焼山北斜
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面中腹でpH5台の小流水に数回出会っているので、湧水はほかにも在ると思われる。

V pH値の変動について

熊沢川では赤川、澄川、熊沢川中流などでpH値が変動している。川水のpH値変動の主因は流

械の変化である。高山地帯の）IIは流量の変化が激しく、 5万分の地形図に明示されている大きな

沢でさえ、平常時は全く涸沢とたり、融雪時や豪雨時には大出水を起すなど、流景に極端な姻滅

を示す沢が見受けられる。

赤川について、ふけの湯から大沼までの 2kmを遡行調査した詰果、 2本の沢と大きな湧水(130

t/時、 60t/時）が 2箇所合流するほか、ごく少量の沢水が数本流入している。 これらの中には強

酸性の小沢水 1本と弱アルカリ性の小湧水が 2筐所ある。しかし、 この間のpH測定値は2.98~

5.18で距離と共に漸増し、躍増値は見られない。したがって大きな変動は平常時は涸沢になって

いるが、延長約 2.5にの急斜面の広い集水域を特つ亦無沢の出水によると見られる。

澄川上流も沢の上部は大きな涸沢になっている。また左岸の支流の合流後は川床に白色沈澱物

か沈着し始め、後生掛温泉附既ては）l|床／心一面に白色沈着物ておおわ杜てしる。

これは後生掛温泉からの水が合流してpH値が下ると消失する。pH値変動による沈澱現象の一

例である。白色沈澱物の組成は弟5表の様である。

第5表 沈澱物成分表 （％） 

水分 l 18.28 | cao 1 。.09
`阜 -|18.85I Muo| o.009 

Si02 I 37. 42 I MgO I o. 066 

SO, j 6. 12 ! Na I O. 020 

Al凸 13.46 I K I 。.013
ー一叫03 | 2 25 [ cu | o 004 -

喉沢川中流のpH値の変動は折島沢川、江戸川水、水沢川、志張沢川等流入河川の流撮変勁と

発電所用水の取水との関係で、時には支川の水だけになる事に原因している。

VI 鉱山、温泉変質帯

木調査を通して、もう一つの負荷源として但祝できないものは本勲I在地域内iこある質山翫天堀

跡地や温泉変質帯である。中の沢川流域で確認しただけでも、宮川鉱山跡、叉ー鉱山跡、 トキヮ

褐鉄鉱露天堀跡等ぶある。また1仇所に1嵐黄鉱石の集積所跡がある。赤川澄）II流域でも赤川鉱山跡、

同製錬所跡、伝左衛門鉱山跡、同製錬所跡、澄川製錬所跡、宮川製錬所跡などがある。後生掛涅

泉、ふけの湯温泉、澄川温泉には大きな温泉笈質帯かある。宮）II鉱山闘の滲透水はpH2.8、宮）II

製錬所跡の滲透水や沢水はpH3.6~4.6、ふけの湯変質帯の滲透水はpH3.0である。本調査地域

が貼内最多降水地域であることを考慮すれば、閾雪時や豪雨時iこは、これらからの負荷が無視で

きない景となると思われる。
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本地域には大沼地熱発電所が操業しているが、用水は湧水を利用しているので、放流水の水質
4) 

に異常は認められない。

V11 まとめ

熊沢川の川水酸性化の範囲は発電所用水を収水している老沢までである2 酸I生化の主袈は焼山、

ふけの湯、後生掛温泉等の火山性温泉水で、従来言われている赤川より中の沢が安定しており、

焼山の影響が大きい。今回明らかにした澄川上流の湧水群は火山現象とは別個の異質な水質であ

り、今後地質学的な解期を必要と

酸性の程度は高山地帯の小河川であるので流量の変化が激しく、pH値の変動も激しい。

この様な地域では、色々の状況―9ドて、数多くの測定を菫ねなければ、実態を正確に掌握するこ

とは困難である。

八幡平には数多くの淵泉があり、その泉質も様々であるが、水質データーのない未利用の温泉

変質帯やJII床中の混泉、湧水についても詳糾な調査を行い、また温泉寵下の川床沈澱物の調査も

行い、環境水域への影響程度を確かめる必要があろう。また八幡平には数多くの硫気噴気帯があ

るので、これらの環境への影響も臼わせて飼西ずる必要かあろう。

今回の調査は八幡平の北側斜面のみであるが、八幡平、焼山の東および南側斜面には、玉川温

泉を始め叫沢、赤沢、石似戸沢、湯沢等多くの強酸性湧水や硫気噴孔群があり、今後環控えの影

響と；：；う見地から綜合的！ょ凋査が必要であろう rヽ
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